






















































































































































































































































































































































































動き ％ 動き ％
背中ピンピンの三角座り 73.5 両手上げ→‌両手を引き上げる 17.6
ハイタッチ 58.8 クマ歩き（‌一本橋の上） 17.6
お尻歩き 58.8 ニョキ（‌ゆっくり） 17.6
片足立ち 55.9 起き上がり 14.7
フニャフニャピン 47.1 クモ（‌お尻上げ） 14.7
忍び足 47.1 腕の曲げ伸ばし 11.8
両手上げ 38.2 足鳴らし 11.8
三角座り→‌両手両足UP 38.2 両足ジャンプ（‌ターン） 11.8
手叩き 38.2 クマ↔‌クモ 8.8
足電話 38.2 クマ歩き（‌後ろ向き） 8.8
三角座り→‌両足UP 35.3 足首を持って歩く 8.8
ひっくり返り 32.4 四股踏み 8.8
バランス（‌座位） 29.4 両足ジャンプ（‌強弱） 8.8
ワニ 29.4 クモ（‌3‌点支持） 5.9
指合わせ 26.5 床叩き 2.9
クマ歩き（‌前向き） 23.5 しゃがんでコマ 2.9
立つ↔‌座る 23.5 片足クマ 0





















































































































































































































































お尻歩き ・おにごっこ ・リレー ・ジャンケン列 ・開戦ドン ・おにごっこ
（‌41‌）
隙間時間に実施可能な身体づくりの活動に関する一考察‌
9）‌ 奈良教育大学付属幼稚園（2016）．「幼児期に
必要な『からだ力』を育む」平成27年度文部
科学省　「幼児期の運動に関する指導参考資料
作成事業」報告書，奈良教育大学附属幼稚園
研究紀要
10）‌吹田市・千里金蘭大学（2017）．ココ（心）・
カラ（体）はじめよう！動きのサンプル集.千
里金蘭大学.
11）杉原隆・河邉貴子（2014）．幼児期における運
動発達と運動遊びの指導─遊びの中で子ども
は育つ─　ミネルヴァ書房.
12）杉原隆・吉田伊津美・森司朗・中本浩輝・筒
井清次郎・鈴木康弘・近藤充夫（2011）．幼
児の運動能力と基礎的運動パターンとの関係　
体育の科学、61（6）、455-461.
13）杉原隆・吉田伊津美・森司朗・筒井清次郎・
鈴木康弘・中本浩輝・近藤充夫（2010）．幼児
の運動能力と運動指導ならびに性格との関係　
体育の科学、60（5）、341-347.
14）杉原隆・近藤充夫・吉田伊津美・森司朗（2007）．
1960年代から2000年代に至る幼児の運動能力
発達の時代変化　体育の科学、57（1）、69-73.
15）杉原隆・森司朗・吉田伊津美・近藤充夫（2004）．
2002年の全国調査からみた幼児の運動能力　
体育の科学、54（2）、161-170.
16）杉原隆・近藤充夫・森司朗・吉田伊津美（1999）．
幼児の運動能力判定基準と、園・家庭環境お
よび遊びと運動発達の関係　体育の科学、49
（5）、427-434.
17）吉田伊津美・森司朗・筒井清次郎・鈴木康弘・
中本浩揮（2015）．保育者によって観察された
基礎的運動パターンと幼児の運動能力との関
係　発育発達研究、68、1-9.
18）吉田伊津美・杉原隆・森司朗・近藤充夫（2004）．
家庭環境が幼児の運動能力発達に与える影響　
体育の科学、54（3）、243-24.
見合った活動内容を提供することが求められる。
そのためには保育者が運動あそびの実施方法を
様々な観点から考察できるようになることで、そ
れぞれの環境に見合った活動が実施できるように
なることが重要であり、今回実施した研修のよう
な取り組みが一つの糸口となるのではないかと考
えられた。身体は日々の積み重ねによって育つた
め、日々の生活においても継続可能な身体活動を
取り入れていくことは大きな意味を持つと考える。
　今回の調査で、S市職員が運動あそびを行う場
面に保育者が客観的な視点を持って参加すること
で、子どもの動きの課題や運動あそびの実施方法
など、様々な気づきを得ることができた。その気
づきが保育者の運動あそびに対する意識に変化を
与え、自身の保育活動を変化させていくのではな
いかと考える。保育者が子どもたちを客観的に見
ることができる「運動あそびプログラム」および「振
返り」を行う研修は、保育者の気づきを促すとい
う点で有効であった。
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